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キ きつなごう世代をもすんで

″ 集会もソフトで、芸術文化的に ♪♪

上の写真は、石井啓子さんのピアノコンサー ト、ショパンの
「ワルツ」、 ドビュッシーの 「月の光」、モーツァル トの 「トル

コ行進出」の調べが静かに流れる。

ところが、この集会は 「第21回神奈川県高齢者集会」である。

集会もペレストロイカ。この曲は、物事を静かに考え、奥深く

真実をみつめる会員が育ってはしいと願っているようである。

(11月12日、保土ヶ谷公会堂にて)

呼
び
や
す
く
、

親
し
み
や
す

い
会

へ
と
の
名
称
変
更
で
、
「厚
生
会
」
か
ら

変
わ

っ
た

「
こ
だ
ま
会
」

「
こ
だ
ま
会
」
と
は
、

山
の
こ
だ
ま
の
ご
と
く
、

会
員
が
呼

べ
ば
、

そ
の
要

請
に
す
ぐ
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
会
に
。

そ
し
て
、

そ
の
響
き
は
限
り
な
く
拡
が

り
、

併
せ
て
質
の
高
い
会
を
目
持
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」
は

福
祉

の
向
上
と
、

情
報

の
収
集
、

伝

達
に
力
を
入
れ
ま
す
。

他

の
退
職
者
会

の
や
ら
な

い
こ
と
、

や
れ
な

い
こ
と
に
挑
戦
し
ま
す
。

非
常
識
な
老
人

エ
ゴ
を
排
し
、

次

の

世
代
に
も
愛
さ
れ
る
会
を
目
指
し
ま

す
。

な
ま
れ
な

い
人

々
の
た
め
浪
張
り
ま

す
。

竹
あ
る
限
り
、

国
際
社
会

の
た
め
に

つ
く
し
ま
す
。

次
の
世
代

の
幸
福
を
祈

っ
て
、

捨
石

へ
の
布
石
づ
く
り
を
し
ま
す
。

疾
病

の
追
放

へ
と
り
く
み
ま
す
。

内
容

の
あ
る
、

役
に
立

つ
会
を
日
指

し
ま
す
。

■

に
現
役

の
心
構
え

で
精
進

し
ま

す
。

遺
族
対
策
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

（退
職
者

こ
だ
ま
会
活
動
方
針
か
ら
）

『加
入

の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
ご
案
内
』

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、

規
約
　
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
中
込
く
だ
さ
い
。

・
所

在

地

〒
２３‐
　
横
浜
市
中
区
本
町
四
の
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

⌒電
話
）
〇
四
五
二
一〇

一
工

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
ご
〓

一
じ
三

一
七
九

・
振
替
口
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
田
圧
番
号

人
七
八
、　

〓
二
九

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
頂
金
田
座
番
号

〇
六
六
、

七
三
〇

な
お
、

ご
要
望
の
強
い
郵
便
振
替
口

庄
は
現
在
開
設
準
備
中
で
す
。

・
会
費
関
係

‐１‐
入

〈
ム
全

　

一
、

Ｏ
〇
〇
円

０
終
身
会
賀
　
↓
一〇
、

〇
〇
〇
円

な
お
、

年
会
貨

二
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
も
あ
り

ま
す
。
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自治労神奈川県本部主催

と き  11月 30日～12月 1日

ところ 湯 河原 ち とせ荘及び宮上会館
内 容
〔問題提起〕
(1)調査報告と問題提起
(イ▼山台市職労中高年部活動…

50オ以上で構成、退職金、年金問題を若年層の理

解と協力を得て取 り組んでいる。
(口)県内単組の再雇用取 り組み

藤沢市、平塚市、公企労の'1を紹介。
(2)年金、健保の改悪について

〔内  容 〕 長谷川文隆 (特別執行委員)
ta)公的年金制度の動向(b)生tHr給与問題研究会最終
報告について (給与、退職金、年金、福利厚生の

官民格差などについて)問題提起と解説があった。
(注)当 会から幹事 3名 参加

Lツヤ  ー     「   4

11月12日■l PMl :00～ 3:00

横浜市保土ヶ谷公会堂

平山恵美子 (フリーアナウンサー)

神奈川県評 中 村事務局長

県老人福祉課長、横浜市勤労福祉部長

日本社会党、公明党、共産党各代表

ピアニスト 石 井啓子

と      き

と  こ   ろ

1司     会

2基 調 報 告

3来 費 検 拶

4政 党決意表明

5ピアノコンサート

6活 動 車巳告 神 奈川県労働金庫、今日通退職者の会

全日自労、鎌倉豊かで老後を作る会

フアピール裸択

8協 力 団 体 県 、市町村及び議会ほか

(と)当 会から幹事 2名参加

と
　
き
　

一
九
八
八
　
十
二
　
十
七

と
こ
ろ
　
神
奈
川
早
地
域
労
働
文
化
会
館

総
会
次
第

１
　
開
会
あ
い
さ
つ

２
　
議
長
団
選
出

（横
須
賀
市
職
退
　
相
模
原
市
職
退
）

３
　
△
一
長
あ
い
さ
つ

会
長
　
里
一岩
公
平

（川
崎
市
職
退
）

４
　
県
本
部
あ
い
さ
つ

野
上
事
務
局
長

５
　
８８
年
活
動
報
告

事
務
局
長
　
青
柳
昇
⌒横
須
賀
市
職
退
）

６
　
協
議
事
項

ぃ
８９
年
活
動
方
針
（栗
）

事
務
局
長
　
市
柳
昇

口
役
員
選
出

仰
当
退
職
者
こ
だ
ま
会
か
ら
は
同
本

一
二
幹
事
が
退
任
し
中
田
洋
幹
事

が
新
任
さ
れ
た

７
　
結
会
宣
言

８
　
閉
会

９
　
一■
流
会

的
当
会
か
ら
は
幹
事
三
名
参
加

・
神
奈
川
県
高
齢
者

退
職
者
の
会

第
真
回
定
期
総
会

と
　
き
　
十

一
月
十
九
日

と
こ
ろ
　
磯
子
　
県
評
会
館
ホ
ー
ル

こ
の
会
は
、

県
内
の
高
齢
者
、

退
職
者
の
会

等
で
組
織
さ
れ
団
体
及
び
個
人
加
入
が
で
き

，つ
。

加
入
団
体
　
自
治
体
関
係
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

相
鉄
な

ど
二
十
余
団
体
約
六
、

〇
〇
〇
人

が
加
入
。

活
動
内
容
　
全
国
関
係
高
退
集
会
参
加
及
び
対

県
交
渉
な
ど
幅
広
く
活
動
。

的
本
会
か
ら
は
幹
事

一
名
参
加

●第21回神奈川県高齢者集会

自

治

労

神

奈

川

県

本

部



13)第  12 号 神奈川県職労退職者こだま会 1989年(平成元年)3月 1日

流
動
化
す
る
公
的
年
金
制
度
…

高
齢
化
社
会
の
中
心
施
策
と
し
て
消
費
税
を
財
源
導
入
し
な
が
ら
、

在
職
者
の
公
的
年
全
保
険
料
引
き
上
げ
と
は
如
何
な
る
こ
と
か
。

平
成
元
年
度

の
福
祉
予
算
案
は
、

「年
金
予
算
」
と

い
え
る
ほ
ど
年
全
関

係
で
盛
り
沢
山
な
項
目
が
目
立
つ
。

年

金
の
実
質
的
維
持
、

保
険
料
の
引
き
上

げ
、厚

生
年
金
の
六
十
五
歳
移
行
、六

十
歳

か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
減
額
年
金
の
創
設

な
ど
き
り
が
な
い
が
、そ

の
論
議
の
中
心

は
、年

金
給
付
と
負
担
の
在
り
方
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
厚
生
年
金
関
係
と
は

い
っ
て
も
、

公
的
年
金
制
度

一
元
化

へ

向
け
て
我
々
、

共
清
年
金
制
度
に
も
連

動
す
る
と
み
る
べ
く
、

無
関
心
で
は
あ

り
得
な
い
。

今
回
の
年
金
関
係
予
算
審
議
で
と
く

に
検
討
さ
れ
る
べ
き
は
、

先
の
税
制
国

会
で
強
行
採
択
さ
れ
た
消
費
税
と
の
絡

み
で
あ
る
。

消
費
税
は
高
齢
化
社
会
財

源
対
策
と
し
て
導
入
さ
れ
た
は
ず
で
あ

る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

年
金
負

担
は
予
定
ど
お
り
、

あ
る
い
は
そ
れ
以

上
に
上

っ
て
い
く
。

そ
れ
に
疑
間
を
感

じ
、

怒
り
を
禁
じ
得
な
い
の
は
在
職
中

の

″回
塊
の
世
代
″
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（注
自
民
党
建
設
族
は
消
費
税
財
源
を
新
幹
緑
、第

二
東
名
高
速
へ
の
転
用
を
期
待
し
て
い
る
と
い
う
。）

退
職
者
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

在
職

中
の
方
々
に
も
、

こ
の
機
会
に
公
的
年

金
制
度
に
つ
い
て
関
心
を
も

っ
て
も
ら

い
た
く
、

こ
の
前
書
き
を
し
た
た
め
た

の
で
あ
る
。

）

懸
念
し
て
か
、

６４
年
度
予
算
措
置
で
二

一
％
程
度
の
引
き
上
げ

（６３
年
物
価
上

昇
分

一
・
〇
％
プ
ラ
ス
消
費
税
導
入
に

よ
る
物
価
上
昇
分

一
上

％
）
と
い
う

率
で
合
意
し
て
い
た
。

（既
報
）

一
方
年
金
制
度
の
中
核
官
庁
で
あ
る

厚
生
省
で
は
、

年
金
審
議
会
の
意
見
書

を
ふ
ま
え
て
、

８９
年
度

（平
成
元
年
）

の
年
金
額
の
改
定
は
８８
年
の
消
費
者
物

価
指
数
Ｏ
・
七
％
に
よ
る
引
き
上
げ
を

四
月
か
ら
実
施
す
る
。

そ
し
て
財
政
再

計
算
期
の
十
月
か
ら
は
、去

る
８４
年
⌒昭

五
九
）
以
降
五
ケ
年
間
の
見
直
し
の
結

果
と
し
て
五
・
○
％
を
加
え
五

七
％

（四
月
か
ら
の
○
・七
％
の
物
価

ス
ラ

イ
ド
を
含
め
る
）
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。

（的
年
金
審
議
会
委

員
に
対
し
て
、　

ハ
ガ
キ
に
よ
る
味
情
を

お
願

い
し
ま
し
た
が
、

若
子
成
果
が

あ

っ
た
の
で
は
…
）

な
お
、

余
聞
に
属
す
る
が
、
キ）
の
五
・

七
％
に
内
定
し
た
背
景
に
は
、

厚
生
省

が
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
伴
い
給
付
額

も
五
％
以
上
引
き
上
げ
な
い
と
世
論
の

反
発
を
招
く
と
い
う
考
え
と
、

将
来
の

社
会
保
険
負
担
率
の
上
昇
を
警
戒
し
難

色
を
示
し
た
大
蔵
省
と
の
攻
防
の
結
果

と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、

６３
年

度
の
物
価
上
昇
分
が

一
・○
％
と
か
○
・

七
％
と
い
う
の
は
庶
民
の
実
感
か
ら
い

え
ば
笑
止
千
万
と
い
う
べ
く
、

総
務
庁

の
物
価
動
向
指
数
も
、

物
価
を
低
く
押

さ
え
る
た
め
方
便
に
過
ぎ
ず
、

大
蔵
省

の
減
税
試
算
が
各
種
試
算
に
比
べ
て

一

番
大
き
く

ハ
ジ
キ
出
し
て
い
る
大
甘
試

算
で
あ
る
こ
と
に
は
定
評
が
あ
る
。

戦

時
中
の
大
本
営
発
表
で
は
な
い
が
、

政

府
の
発
表
に
は
当
事
者
の
都
合
の
よ
い

部
分
が
強
調
さ
れ
、

悪
い
こ
と
は
隠
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

０
完
全
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入

こ
れ
も
年
金
審
議
会
の
意
見
書
に
盛

込
ま
れ
た
と
お
り
、

現
行
ス
ラ
イ
ド
制

は
物
価
指
数
が
五
％
を
超
え
た
場
合
に

年
全
額
の
改
定
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

（地
共
済
第
７４
条
の
２
）

し
か
し
、

特
例
措
置
と
し
て
８６
　
８７

年
の
物
価
指
数
は
○
上
ハ
％
、

○
上

％

と
五
％
以
下
で
も
ス
ラ
イ
ド
を
行

っ
て

き
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
る
が
、

共
済

年
全
法
の
改
正
で
い
わ
ゆ
る
″

足
踏
み
″

の
二
重
年
金
額
に
あ
る
人
は
こ
ん
な
低

率
の
ス
ラ
イ
ド
で
は
、

生
き
て
い
る
中

に
改
定
の
思
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
人
も

あ
り
、

今
回
の
答
申
は
９０
年
度
以
降
は

物
価
指
数
が
何
％
で
あ
ろ
う
と
も
、

自

動
的
に
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ
れ
救
済
に
役

立

つ
で
あ
ろ
う
。

０
支
給
期
日
が
今
年
十
月
か
ら
年
六
回

に
な
る

（次
頁
へ
つ
づ
く
）

～
ご

一
結
に
学
習
を
～

ω
８９
年

（平
成
元
年
）
の
年
金
額
の
引

き
上
げ
は
、

四
月
か
ら
Ｏ
・
七
％
、

十
月
か
ら
五
・七
％

（
〇

七
％
を
含

め
て
）
の
見
込
み
。

厚
生
、

国
民
年
金
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
昨
年
末
の
国
会
期
間
中
、自

民
、

公
明
、

民
社
の
三
党
の
非
公
式
折
街
で
、

消
費
税
導
入
に
伴
う
逆
進
性
の
批
判
を

現
時
点
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
公
的
年
金
制
度
改
定
の
あ
ら
ま
し

―
共
済
年
金
も
厚
生
年
金
に
運
動
の
見
込
み
―
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年
金
審
議
会
の
意
見
書
は
ど
ん
な
内
容
で
あ

っ
た
か

そ
し
て
、

私
た
ち

へ
の
影
響
は
…

（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

現
行
支
給
期
日
は
、

三
ケ
月
分
づ

つ

を
ま
と
め
て
、

二
　
五

・
八

・
十

一
の

年
四
回
で
あ
る
が
、

今
年
の

一
〇
月
か

ら
は
年
間
六
回
（偶
数
月
）
に
分
け
て
二

ヶ
月
分
づ

つ
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上

一
連
の
改
定
案
は
厚
生
省
に
よ

る
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
に
対
す
る
も

の
で
あ
る
が
、

共
済
年
金
も
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
で
同
様
朴
置
を
と
る
も
の
と
み

て
よ
い
。

し
て
い
る
実
情
か
ら
、

こ
の
際
完
全

自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
方
式
に
変
更
す

る
べ
き
で
あ
る
。

０
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
年

金
財
政
安
定
確
保
の
た
め
段
階
的
に

引
き
上
げ
る
こ
と
。

０
厚
生
年
金
の
支
給
年
齢
を
男
子
は
平

成
１０
年
か
ら
６‐
歳
と
し
、

三
年
毎
に

一
歳
引
上
げ
平
成
２２
年
に
６５
歳
と
す

る
。

女
子
は
平
成
１５
年
に
６‐
歳
、

平

成
２７
年
に
６５
歳
と
す
る
。

四
公
的
年
金
制
度

一
元
化
に
向
け
て
、

同

一
給
付

・
同

一
保
険
料
率
に
よ
る

各
制
度
共
通

の
給
付
を
保
障
す
る

「新
た
な
単

一
被
用
者
年
金
制
度
」

を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
。

⌒図
参
照
）

‐５十
日
本
鉄
道
共
済
年
金
の
赤
字
分
析
と

自
助
努
力
の
内
容
と
金
額
が
的
確
に

な

っ
た
段
階
で
再
度
本
審
議
会
の
意

見
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
。

当
会
報
前
号
で
述
べ
た
と
お
り
、

各

種
公
的
年
金
制
度
は
少
な
く
と
も
五
年

に

一
度
、

将
来
の
年
金
財
政
を
再
検
討

し
、

保
険
料
率
を
は
じ
め
、

制
度
全
体

を
見
直
す
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

と
く
に
、

公
的
年
金
の
総
元
締
と
も

い
え
る
、

厚
生
省
の
大
臣
諮
問
機
関
で

あ
る
年
金
審
議
会
は
、

公
的
年
金
制
度

一
元
化
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、

そ
の

審
議
の
答
申
は
大
き
な
比
重
を
占
め
て

い
る
。

８９
年
の
本
年
度
が
そ
の
財
政
再

計
算
期
に
あ
た
る
た
め
、

昨
８８
年
、

十

七
回
に
わ
た
る
全
員
懇
談
会
と
四
回
の

小
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、

昨
年
十

一

月
二
十
九
日
、

厚
生
大
臣
に
意
見
書
が

提
出
さ
れ
た
が
、

そ
の
記
事
が
日
刊
新

聞
各
社
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
周
知
の
と

お
り
で
あ
る
。

こ
の
審
議
会
は
会
長

・
福
武
直
氏

（東
大
名
誉
教
授
）
な
ど
大
学
教
授
、

実
業
界
、

労
働
団
体
、

農
協
、

年
金
関

係
組
合
代
表
、

及
び
年
金
問
題
に
関
係

し
て
き
た
中
央
官
庁
Ｏ
Ｂ
な
ど
二
十
名

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
、

今
回
会
提
出
の
わ

れ
わ
れ
に
影
響
の
あ
る
年
金
ス
ラ
イ
ド

な
ど
、

こ
の
審
議
会
の
意
向
が
強
く
反

映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
記
述
の
と
お
り

で
あ
る
。

当
会
で
も
、

上
部
団
体
の
高
齢
者
、

退
職
者
会
な
ど
と
呼
応
し
て
会
員
に
依

頼
し
、

こ
の
年
金
審
議
会
委
員
に
対
し
、

年
金
ス
ラ
イ
ド
な
ど
の
要
請
を

ハ
ガ
キ

で
お
願
い
し
た
こ
と
を
記
憶
の
方
も
多

い
と
思
う
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
必
し

て
無
益
で
な
か

っ
た
こ
と
が
覗
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、

主
な
こ
の
年
金

審
議
会
の
意
見
書
内
容
を
要
約
す
れ
ば

左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

記

的
現
行
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
は
物
価
水

準
が
五
％
以
上
変
動
し
た
場
合
で
あ

る
が
、

物
価
上
昇
率
が
低
位
に
推
移

的
当
面
、

現
行
年
四
回
支
払
い
と
な

っ

て
い
る
年
金
に
つ
い
て
も
、

で
き
る

だ
け
早
期
に
年
六
回
支
払
い
を
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、

自
営
業
者
を
対
象
と
し

た
地
域
型
国
民
年
金
基
金
創
設

。
二
十

歳
以
上
の
学
生
の
国
民
年
金

へ
の
強
制

加
入
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（文
責
　
児
玉
）

公的年金一元化案

金改革

金(基礎年金)

国民年金(基礎年金)
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０
こ
れ
か
ら
退
職
さ
れ
る
方

へ

的
本
年
二
月
末
、

退
職
さ
れ
る
方
は
、

明
年

（平
成
二
年
）
の
確
定
申
告
期

間
に
本
年

（８９
年
）
分
の
給
与
所
得

（給
与
所
得
扱
）
と
新
た
に
四
月
以

降
に
支
給
さ
れ
る
共
済
年
金
所
得

（雑
所
得
扱
）
な
ど
が
申
告
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

０
確
定
申
告
は
毎
年
２
月
１６
日
か
ら
３

月
１５
日
ま
で
に
申
告
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
が
、
２
月
１５
日
以
前

で
も
確
定
申
告
書
を
提
出
で
き
ま

す
。

た
だ
し
、
３
月
１６
日
を
過
ぎ
る

と
納
税
額
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、

納
税
が
遅
れ
る
と
、
３
月
１６
日
か
ら

５
月
１５
日
ま
で
の
間
は
年
七
二
二
％
、

５
月
１６
以
降
は
年

一
四
上
ハ
％
の
割

合
で
、

廷
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。
こ

の
た
め
金
融
機
関
か
ら
の
振
替
納
税

の
手
続
き
を
す
る
よ
う
、

税
務
署
か

ら
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

振
替
は
四
月

十
五
日
頃
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年

は
四
月
十
五
日
が
土
曜
日
な
の
で
四

月
十
四
日

（金
）
に
な

っ
て
い
ま
す
。

働
確
定
申
告
書
類
は
居
住
地
の
税
務
署

か
ら
、

毎
年

一
月
二
十
五
日
頃
発
送

さ
れ
ま
す
が
、

本
年
退
職
さ
れ
、

明

年
始
め
て
確
定
申
告
さ
れ
る
方
に
は

郵
送
さ
れ
な
い
場
合
も
多
い
の
で
、

税
務
署

へ
と
り
に
行
か
れ
る
と
よ
い

で
し

ょ
う
。

的
始
め
て
自
分
で
確
定
申
告
書
を
作
成

す
る
場
合
は
、

同
封
さ
れ
て
い
る
、

申
告
書
の
書
き
か
た
や
、

手
引
き
を

読
ん
で
も
よ
く
分
か
ら
ず
、

ま
た
明

快
な
解
説
で
も
な
い
の
で
、

判
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

い
こ
ん
な
と
き
は
、

自
分
で

一
応
書
い

て
み
て
、

不
明
の
点
を
、

早
め
に
税

務
署
の
税
務
相
談
室
か
、

金
融
機
関

や
、

市
町
村
の
税
務
相
談
日
を
確
か

所

得

税

確

定

申

告

道

し

る

べ

め
て
、

早
め
に
相
談
に
行
か
れ
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

０
税
務
署
の
相
談
室
は
、

確
定
申
告
期

日
が
近
く
な
る
と
、　

一
日
が
か
り
を

要
す
る
程
の
混
雑
で
す
か
ら
、

確
定

申
告
書
類
が
届
い
た
ら
、

早
く
処
理

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

０
別
表
の
と
お
り
、

毎
年
の
よ
う
に
税

額
控
除
が
変
更
し
ま
す
の
で
、

当
会

報
な
ど
で
予
備
知
識
を
得
て
お
く
こ

と
も
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。

●
あ

な

た

が
損

を

し

な

い
た

め

に

□
昭
和
６２
年
の
第
１ｌｏ
国
会
で
所
得
税
の

一
部
改
正
に
よ
り
、

昭
和
６３
年

一
月

一
日
以
降
は
、

公
的
年
金
が
、

雑
所

得
と
な

っ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で

す
。

０
し
か
し
、

雑
所
得
に
な
っ
て
も
、

従

来
ど
お
り
税
が
源
泉
徴
収
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、

公
的
年
金
で
も

一
定

の
方
法
で
計
算
し
た
金
額

を
控
除
し
た
年
金
額
に
対

し
て
も

「
一
〇
％
」
の
税

率
で
源
泉
徴
収
に
よ
っ
て

先
取
り
さ
れ
ま
す
。

人
に

よ
っ
て
は
、

払
い
過
ぎ
て

い
る
恐
れ
も
あ
り
、

申
告

し
な
い
と
損
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

０
ま
た
、

申
告
し
な
い
と
、

社
会
保
険
等

（国
民
健
康

保
険
税
、

生
命
保
険
料
、

火
災
保
険
料
な
ど
）
や
医

療
費

（
一
〇
万
円
以
上
）

の
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

口
伺
増
に
、

特
に
注
意
す
べ

き
は
、

源
泉
徴
収
の
対
象

と
な
っ
た
所
得
額

（諮
控

除
を
行
わ
な
い
前
の
額
）

が
、

そ
の
ま
ま
住
民
税
や
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
対
象
の
基

礎
と
な
り
、

二
重
、

二
重
の
宣
い
必

要
以
上
の
税
金
を
納
め
過
ぎ
る
場
合

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

120万円

60万円

公的年金税額控除年次別区分表

項 目 62年適用分
63年適用分
(本年申告分)

明年以降分
(平成元年分)

老年者年金特別控除
(65歳以上)

78 (廃止)
力
× ×

給 典 所 得 控 除 最低57 (廃止)× ×

基 礎 控 除 う
０

配 偶 者 控 除
3 3 + 5

(62年分のみ)

配 偶 者 特 別 最 高 11 2 5 最高165 最高35

老 年 者 控 除
(65歳以上)

50 50

公 的 年 金 控 除 な し ※定額 搾 除プラス定率搾 除

※65歳以上 定 額控除 80万 円プラス定率控除→最低保障

40万円   ク       クク 未満
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ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
宝
庫
↓

『
柿

茶

のそ

０
ま
え
が
き

退
職
後
は
、

生
活
環
境
の
激
変
　
肉
体
の
老

化
現
象
な
ど
、

在
職
中
に
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
病

気
に
悩
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。

私
も
不
眠
症
、

過
労
に
よ
る
自
律
神
経
失
調
症
な
ど
に
悩
み
、

今
後
と
も
大
小
の
疾
病
と
の
聞
い
が
生
き
て
い

る
限
り
つ
づ
く
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、

柿
の
葉
の
効
用
を
始
め
て
知
っ
た
の

は
、

戦
前
の
学
生
時
代
、

今
で
も
実
践
者
の
多

い
、

西
式
健
康
法
の
提
唱
者
、

明
治
大
学
教
授

西
力
造
氏
が
来
校

講
演
さ
れ
た
時
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
も
印
象
に
強
く
残
っ
た
の
が
、　

一
番

知
ら
れ
て
い
る
う
す
く
平
ら
な
戸
板
に
、

ア
オ

ム
ケ
に
寝
て
、

毛
布

一
枚
か
け
て
寝
る
習
慣
を

つ
け
る
こ
と
と
、

こ
れ
か
ら
述
べ
る
柿
の
葉
の

効
用
で
あ
っ
た
。

お
役
に
立
つ
、

役
立
た
な
い
は
別
と
し
て
、

皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
体
験
を
お
持
ち
で

あ
ろ
う
か
ら
、

書
き
残
し
て
み
て
は
と
、

こ
の

「私
の
体
験
保
健
ノ
ー
ト
」
欄
を
つ
く
り
、

第

一
回
と
し
て
、
「柿
の
茶
の
つ
く
り
方
と
用
い

方
」
を
の
べ
て
み
る
こ
と
と
し
た
。

み
な
さ
ん

に
も
投
稿
を
お
願
い
し
た
い
。

●
柿
の
菜
効

柿
の
薬
効
に
つ
い
て
は
、

中
国
で
も

一
千
年

以
上
も
前
の
孔
子
、

孟
子
の
時
代
か
ら
と
い
わ

れ
る
か
ら
出
来
が
古
い
。

漢
方
で
も
脳
卒
中
に
効
く
柿
シ
ブ
、

糖
尿
病

や
高
血
圧
の
治
療
に
柿
の
葉
が
効
果
が
あ
る
こ

と
は
、

江
戸
時
代
か
ら
庶
民
の
間
で
拡
が
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
菜
効
の
要
因
が
、

脳
卒
中
に
は
柿
シ

プ
の
タ
ン
ニ
ン
が
、

ま
た
、

糟
尿
病
に
よ
い
の
は
、

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
不
足
に
伴
う
慢
性
的
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

欠
乏
改
善
、ま

た
、高

血
圧
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
補
給

と
利
尿
効
果
に
よ
る
血
液
の
浄
化
作
用
と
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
が
多
い
こ
と
な
ど
を
専
門
家
は
あ
げ
て
い
る
。

●

柿

葉

の
茶

の

つ
く

り
方

と

用

い
方

柿
の
葉
は
他
の
植
物
葉
よ
リ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は

勿
論
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
多
く
含
み
、
と
く
に
六

月
か
ら
十
月
ま
で
の
間
の
葉
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を

最
も
多
く
含
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
の
で
こ
の

時
期
の
葉
を
採
取
し
て
茶
を
つ
く
る
。

柿
の
葉
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、

な
ん

と
ｍ
グ
ラ
ム
中
、

ｍ
ミ
リ
グ
ラ
ム
。
レ
モ
ン
が

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
宝
庫
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ

一

れ
と
て
脚
グ
ラ
ム
中
、

５０
ミ
リ
グ
ラ
ム
、

実
に

柿
の
葉
は
レ
モ
ン
の
２０
倍
と
い
う
数
字
に
な
る
。

い
生

ッ
葉
食
療
法

柿
の
茶
を
つ
く
る
前
五
～
六
月
頃
若
葉
の
こ
ろ
、

庭
に
あ
る
柿
の
葉
の
若
業
を
五
～
六
枚
と
っ
て
細

く
刻
み
、

カ
ル
ピ
ス
な
ど
で
飲
み
や
す
く
し
毎
朝
、

日
に
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
若
葉
の
方
が
や
わ
ら

か
く
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
も
豊
富
な
の
で
こ
の
頃
は

生
ッ
葉
食
を
主
と
す
る
の
も

一
考
に
価
す
る
。

若

策
が
な
く
な
っ
て
か
ら
本
を
つ
く
る
と
よ
い
。

０
柿
葉
茶
の
つ
く
り
方

材
料
と
し
て
の
柿
の
葉
は
渋
柿
で
も
甘
柿
で

も
よ
く
、

前
述
の
よ
う
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
最
も

豊
富
な
こ
の
時
の
柿
の
葉
を
用
い
る
。

採
取
す

る
に
は
、

”
定
も
兼
ね
て
、

中
木
以
上
に
な
れ

ば
、

真
っ
直
ぐ
に
直
立
し
た
樹
勢
の
強
い
枝
を

元
か
ら
採
っ
て
集
め
、

こ
れ
か
ら
充
実
し
た
葉

を
選
抜
し
た
方
が
よ
い
。

採
取
し
た
葉
は
二
～
三
日
陰
■
し
に
し
、

横
に

細
切
り
に
す
る

（約
３
ミ
リ
ぐ
ら
い
）
。
こ
れ
を

蒸
す

（ご
飯
左
小し
に
葉
を
幅
の
広
い
ガ
ー
ゼ
で
包

ん
で
蒸
す
の
も
よ
い
）。
蒸
す
時
間
は
時
計
を
傍

ら
に
置
い
て
三
分
間
以
内
を
厳
守
す
る
。
しヽれ
は
、

こ
れ
以
上
蒸
す
と
ビ
タ
ミ
ン
が
そ
こ
な
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

蒸
し
た
葉
は
日
陰
の
風
通
し
の
よ
い

と
こ
ろ
で
、

清
潔
な
紙
の
上
に
手
早
く
ひ
ろ
げ
、

な
る
べ
く
早
く
乾
燥
す
る
。

二
～
三
日
も
す
れ
ば

充
分
に
乾
燥
す
る
か
ら
缶
な
ど
に
密
閉
し
て
保
存

す
る
。
こ
の
場
合
乾
燥
剤
を
入
れ
て
保
存
し
た
方

が
よ
い
。
よ
く
乾
燥
し
た
と
思
っ
て
も
、

あ
と
で

開
け
て
み
る
と
カ
ビ
な
ど
で
駄
目
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。

乾
燥
剤
は
薬
局
で

売
っ
て
い
る
が
、

日
常
生
活
な
ど
で
海
苔
や
、

お

菓
子
な
ど
に
入
っ
て
い
る
乾
燥
剤
を
集
め
て
お
く

と
よ
い
。

乾
燥
剤
も
安
く
は
な
い
か
ら
。

０
柿
茶
の
用

い
方

柿
茶
の
飲
み
方
は
普
通
の
茶
と
同
じ
要
領
で

急
須
（金
属
製
の
も
の
は
さ
け
た
方
が
よ
い
）
に

一
つ
ま
み

（売
っ
て
い
る
も
の
は
、

テ
ィ
ー

パ
ッ
ク
５
９
袋
が
多
い
）
の
柿
茶
を
入
れ
、

こ

れ
に
熱
湯
を
注
ぎ
十
分
以
上
し
て
成
分
が
よ
く

浸
出
し
て
か
ら
飲
む
。

二
度
日
か
ら
三
度
目
が

一
番
濃
く
出
る
か
ら

一
回
で
捨
て
な
い
こ
と
。

液
汁
が
色
が
失
せ
な
い
か
ざ
り
効
き
目
が
あ
る
。

ま
た
、

煮
沸
す
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
破
壊
さ
れ

る
の
で
や
め
る
ｃ熱

湯
を
入
れ
た
ら
あ
と
は
、約

十

分
～
十
五
分
弱
い
と
ろ
火
で
煮
出
す
方
法
も
あ
る
。

夏
は
冷
蔵
庫
で
命
や
し
て
か
ら
用
い
る
と
よ
い
。

，口
注
意
――
柿
茶
を
飲
む
前
後
は
３０
分
か
ら
４０

分
間
位
は
、

ヨ
ー
ヒ
ー
、

紅
茶
、

緑
茶
、

果
汁

な
ど
の
ア
ル
カ
リ
性
飲
料
を
飲
ま
な
い
こ
と
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
効
呆
が
相
殺
さ
れ
て
薄
く
な

る
。
こ
れ
は
柿
茶
が
弱
酸
性
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
記
事
を
書
く
に
当
た
っ
て
参
考
の
為
、

薬
局
で

「か
き
茶
」
を
調
査
、

少
し
購
入
し
た

と
こ
ろ
、

製
造
元
、

数
社
、

い
づ
れ
も
テ
ィ
ー

パ
ッ
ク
入
５
９
袋
入
の
精
製
さ
れ
た
も
の
で
、

囲
９
入

（５
ｇ
×
独
包
）
三
〇
〇
～
六
〇
〇
円
。

卿
ｇ
入

（５
９
×
５２
包
）
六
〇
〇
～
九
〇
〇
円

な
ど
価
格
に
幅
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

飲
み
方
も
、

ア
ル
カ
リ
飲
料
と
重
複
し
な
い
よ
う
に
と
の
注

意
事
項
の
記
載
が
な
か
っ
た
こ
と
を
附
記
す
る
。

庭
の
隅
に
カ
キ

一
本
い
か
が

（文
責
　
副
代
表
幹
事
　
児
工
）

お
役
に
た
て
ば

成

・
老
人
病
の
売
服
の
た
め
に
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新
　
問

・
雑
　
誌

切

抜

控

帖

●
老
化
予
防

ヘ

「
カ

ル
シ
ウ

ム
新

時

代

」

カ
ル
シ
ウ
ム
の
不
足
が
、

あ
ら
ゆ
る

病
気
の
元
凶
で
老
化
の
原
因
で
あ
る
と

し
て
最
近
、

医
学
界
で
も
急
速
に
研
究

が
進
み
、

ア
メ
リ
カ
で
も
カ
ル
シ
ウ
ム

製
剤
が
大
き
な
ブ
ー
ム
で
テ
レ
ビ
局
で

も
番
組
が
次
々
と
登
場
し
て
い
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
従
来
、

体
外
か
ら
摂

り
過
ぎ
る
と
血
管
や
細
施
に
沈
着
、

い

ろ
い
ろ
な
病
気
の
原
因
と
な
る
と
誤
解

さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
実
際
は
体
外
か
ら
摂
る

″経

ロ
カ
ル
シ
ウ
ム
″
が
不
足
す
る
と
骨
か

ら

″
経
骨
カ
ル
シ
ウ
ム
″
が
溶
け
出
し
、

こ
の
た
め
、

高
血
圧
、

動
脈
硬
化
、

ガ

ン
と
い
っ
た
成
人
病
な
ど
の
元
凶
に
な

る
こ
と
が
、

医
学
者
の
研
究
で
明
ら
か

に
な

っ
た
。

こ
の
こ
と
を

″
カ
ル
シ
ウ
ム
　

パ
ラ

ド

ッ
ク
ス
ク
と
呼
ん
で
い
る
。

高
齢
に
な
る
と
、

食
物
か
ら
の
カ
ル

シ
ウ
ム
摂
取
能
力
が
衰
え
る
か
ら
、

売

薬
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
経
回
も
必
要
に

な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

●
厚

生

省

が
老

人
保

健

改

革

ヘ

「老
人
医
療
」
患
者
負
担
を

「定
率
制
」
５
％
前
後
に

厚
生
省
は
、

現
行
の
老
人
医
療
費

一

部
息
者
負
担
を
現
行

の
定
額
制
か
ら

五
％
程
度
の
定
率
制
に
改
め
て
息
者
負

担
を
平
成
２
年
度
を
目
造
に
改
正
す
る

方
針
を
固
め
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
現
行
の
外
来
月
八

百
円
、

入
院

一
日
四
百
円
な
ど
で
は
、

息
者
が
医
療
費
に
無
関
心
で
増
大
に
拍

車
が
か
か
り
、

現
行
の
入
院
費

一
日
四

百
円
は
日
常
生
活

費
よ
り
安
く
長
期

入

院

の
原

因

に

な

っ
て

い
る

と

し
、

現
行
の
率
に

し

て
約

二
・
五
％

よ
り
引
き
上
げ
て

五
％
と
し
た
い
と

し
て
い
る
。

し
か
し
、

五
％

と
す
る
と

一
部
負

担
が
実
質
四
割
の

増

加

が

懸

合

さ

れ
、

医
師
会
な
ど

か
ら
も
、

早
期
治
療
や
十
分
な
治
療
が

で
き
な
い
な
ど
、

反
発
必
至
。

来
年
春
の
国
会
で
の
老
人
保
健
法
改

正
案
で
の
審
議
が
注
目
さ
れ
る
。

●
″

弱

者

″

に
重

い
消

費

税

平
均
家
庭
年
間
５
万
円
増
税

消
費
税
を
柱
と
す
る
税
制
改
革
関
連

六
法
案
が
強
行
採
決
成
立
し
た
が
、

四

月

一
日
か
ら
こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
と
、

ど
ん
な
影
響
が
家
計
に
与
え
る
か
、

宮

城
県
の

「
み
や
ぎ
生
協
」
で
、

会
員
世

市
の
家
計
簿
を
基
に
試
算
し
て
み
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

共
働
き
夫
婦
、

年

金
生
活
者
、

年
収
三
〇
〇
万
円
以
下
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
増
税
。

と
く
に
年
収
三
百
四
十
～
三
百
七
十

万
円
の
世
帯
を
調
べ
て
み
る
と
、

減
税

分
を
差
引
い
て
も
年
間
平
均
五
万
円
前

後
増
税
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
年
収
三
百
二
十

一
万
円
の
年
金
生
活

者
で
は
七
万
四
千
円
の
増
税
と
な
る
例

が
出
る
始
末
。

弱
者
切
り
捨
て
税
制
法

案
と
い
う
こ
と
が
分
か

っ
た
と
し
て
い

Ｚつ
。年

収
五
〇
〇
万
円
か
ら
共
働
き
夫
婦

で
も
七
〇
〇
万
円
に
な
れ
ば
、

や
っ
と

一
～
三
万
円
減
税
の
思
典
が
見
出
せ
る

だ
け
だ
と
い
う
。

消
費
税
導
入
に
よ
せ
て

（
二
首
呈
上
）

●
何
の
た
め
　
生
き
て
き
た
の
や

枯
れ
す
す
き

身
を
捨
て
る
瀬
も
な
く

浮
か
ボ
瀬
も
な
し

●
高
齢
化
社
会
の
た
め
と

一言
い
つ
つ
消
費
税

現
　
老
人
の

寝
首
か
く
　
む
ご
さ
よ
。

（
こ
だ
ま
会
員
Ｘ
）

2別 日
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